
随意契約をすることができる場合に 

                          該当することの説明書 

 地方自治法施行令第167条の２第１項第５号 

 により随意契約をすることができる場合 
  今回の契約が左に該当すること等の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急の必要により競争入札に付することができ

ないとき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 競争入札に付していたのでは、時期を失し

契約の目的を達することができないこと

の説明 

 

令和８年８月の豪雨により管内の道路施設

（路側兼用護岸）が被害を受けた。 

 次期出水等により護岸の崩壊が拡大すれば

道路交通に支障が生じる恐れがあるため、早急

に現場調査及び測量設計を実施する必要があ

る。このことから、極めて緊急性が高く競争入

札に付する時間的余裕がない。 

 

２ 見積を徴した事業者の概要 

 

一般社団法人岐阜県測量設計業協会と締結

している「災害応援協力に関する協定」に基づ

き応援協力を要請したところ、業務実施可能者

として３者の報告があった。このうち、測量、

河川及び道路の対応可能者数が最も多い（株）

ユニオンと随意契約することとする。 

 

 

３ 見積合わせをしていたのでは、時期を失

し、契約の目的を達することができないこ

との説明 

 

  － 

 

４ 特定の者を選定した理由 

 

  － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  備考 この様式により難いときは、 必要な事項を含む適宜の様式によることができる。 


